
Ⅰ 特集・・・暮らし向きの相違 

最近、世帯の収入やそれにともなう消費支出の様々な差（相違）が注目されている。

今年の特集では、東京都生計分析調査「都民のくらしむき」のデータをもとに、これら

の相違について、世帯の年間収入、世帯の家族構成、世帯員の年齢などの違いから生じ

る暮らし向きの多様性について考える。 
様々な角度から生活パターンについて、分析を試み、年間収入による階層の違いや時

系列の推移からの暮らし向きの状況、ライフステージ等の違いからの暮らし向きの状況、

地域の違いからの暮らし向きの状況をみることで、それぞれの暮らし向きの特性の実態

を示し、多様な暮らし向きの特性を明らかにする。そのうえで、都民の暮らし向きの代

表的な事例パターンを紹介する。 
 

１ 収入及び支出の第１階層と第 7階層（注１）の暮らし向きの推移 

（１）5年毎の過去 15 年間における全世帯及び勤労者世帯（注２）の第１階層に対する第７階

層の年間収入と消費支出の倍率の推移(特集 図 1－１、図１－２)  

   第 1 階層に対する第 7 階層の倍率は、年間収入、消費支出ともこの 15 年間でほとん

ど変わらず拡大していない。年間収入については、全世帯よりも勤労者世帯のほうが

倍率が小さいことから、勤労者間での収入差は全世帯より小さい。 
  （注１）階層は年間収入額の小さいものから順番に第 1～第 7 の 7 等分にして並べたものである。 

（注２）勤労者世帯は、世帯主が会社、官公庁などに勤めている世帯であり、個人、法人経営者及び

官公庁の特別職を除く限定した世帯である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特 集 　 図 １－ １　 全 世 帯 に お け る 第 1 階 層 に 対 す る 第 ７
階 層 の 倍 率 の 推 移
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特 集 　 図 １－ ２　 勤 労 者 世 帯 に お け る 第 1 階 層 に 対
 す る 第 ７階 層 の 倍 率 の 推 移
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（２）5 年毎の過去 15 年間における全世帯及び勤労者世帯の第１階層に対する第７階層の

消費支出の 10 大費目別の倍率の推移（特集 図２－１、図２－２）  

 教育を除く消費支出 9 費目においては、この 15 年間の費目ごとの倍率に拡大は見ら

れなかった。教育も各年間でのばらつきが大きいものの、拡大しているとは十分に言

い切れない状況にある。 
また、10 大費目ごとの消費支出の倍率は、食料、保健医療、その他の消費支出の一

部を除き概して全世帯より勤労者世帯において小さく、勤労者世帯間のくらしむきは

勤労者世帯以外の世帯に比べて均質化していると考えられる。 

特集　図２－１　全世帯における第１階層に対する第７階層の
倍率の推移
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特集　図２－２　勤労者世帯における第１階層に対する第７階
層の倍率の推移
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（３）費目別特化係数（注３）の第 1階層と第 7階層の相違(特集 図３) 

   食料、光熱・水道では第 1 階層が大きく、教育、住居、被服及び履物、教養娯楽、

その他の消費支出では第 7階層が大きい。特に、教育は第 7階層が突出して大きい。 

（注３）特化係数＝当該項目の構成比÷当該項目の標準の構成比であり、この場合、都平均の 10 大費

目の構成比に対する第１、７階層の各費目の構成比の割合である。 

 

特集　図３　東京都平均に対する10大費目別特化係数
(平成19年）

0

1

2
食料

住居

光熱・水道

家具・家事用品

被服及び履物

保健医療

交通・通信

教育

教養娯楽

その他の消費支出

第　１　階　層

第　７　階　層

 
   

２ 夫婦に子供 1人の３人世帯における子供のライフステージ等による相違 

（１）子供のライフステージ(注４)等ごとのジニ係数の比較 （特集 図４） 

3 人世帯において子供のライフステージの各段階において、段階別の消費支出をみる

だけでなく、収支バランスの観点から、段階別の年間収入の動向にも注目する必要が

あり、ライフステージの各段階に対応した年間収入のジニ係数をみる。 

段階別のジニ係数は、子供が未就学から小学生までの差は殆ど変わらないものの、

子供が中学生辺りから次第に差が大きくなっていくことがうかがえる。当初均等であ

った所得も子供のライフステージの段階を上るごとに次第に差が大きくなることがみ

とめられる。子育てを終了した段階である高齢者 2 人世帯のジニ係数は、一層大きく

なっている。 
 

(注４)子供のライフステージの抽出調査サンプル数は、全世帯で 88 世帯であることから、ライフステ

ージ別に区分した数値分析の結果には注意を要する。 

  



  

(注）全世帯（３人世帯）のライフステージ別と高齢者2人世帯の数値

(注）ジニ係数は、所得が完全に平等に配分されている場合に比べて、どれだけ配分が偏っ
ているかを数値で示したものである。例えば、収入格差がない完全に平等な集団ではジニ
係数は０になり、一つの世帯だけが収入を独占する完全な不平等な集団ではジニ係数は
限りなく1に近づくようになる。

(注）1世帯当たりの年間収入のジニ係数

特集　図4　ライフステージ別等のジニ係数の動向
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（２）ライフステージ別消費支出の 10 大費目別の特化係数のレーダーチャートによる形状

比較（特集 図５） 

就学別の子を持つ 3 人世帯の支出は、次の特徴を持っている。未就学の子を持つ世

帯は保健医療と住居に重点が置かれ、教育が著しく小さい。小学生を持つ世帯では教

養娯楽に重点が置かれ、習い事等に支出が回っている。中学生を持つ世帯では食料、

教養娯楽に重点が置かれ、食べ盛りを迎えつつ、小学生から続けた習い事等に支出が

回っているようにうかがえる。このころより、住居は都平均を下回るようになり、持

家比率が高まっていくことがうかがえる。高校生、大学・専修学生になると教育に占

める支出が顕著に大きくなる反面、教養娯楽は小さくなる。また、大学・専修学生の

段階の親は、冠婚葬祭での交際が活発な時期に係ることや子供への仕送り金の増大か

らその他消費支出が大きくなってくる。 
高齢者 2 人のみの世帯では、保健医療が著しく大きく、また、引き続き冠婚葬祭で

の交際が活発であることからその他消費支出が大きく、反面、住居、教養娯楽が小さ

く、教育はゼロになる。 
一方、30 歳未満の夫婦 2 人のみの世帯を比較してみると、まだ、持ち家率が低いこ

とが予想されることから、家賃・地代を主な内容とする住居に大きく重点が置かれ、

教育、教養娯楽及び家具・家事用品への支出はほとんど無い。 
 





３ 消費支出の 10 大費目別の区部と市部の相違 

（１）平均値の相違におけるｔ検定(特集 表１) 

   区部と市部の 10 大費目別平均消費支出のサンプルに統計上のｔ検定(注５)を行ったと

ころ、交通・通信に有意差が認められるが、他の費目には有意差が認められなかった。 
(注５)ｔ検定は、帰無仮説が正しいと仮定した場合、統計量がｔ分布に従うことを利用する統計学的検

定法の総称であり、2 組の標本についての平均値に有意差があるかどうかの検定などである。 

     この場合、区部と市部で母平均に差があるかどうかをｔ検定した。この検定では、区部と市部

で等分散を仮定している。すべての項目で、等分散という仮説は有意水準５％で採択（Ｆ検定）

される。 

区部平均
(単位　円）

市部平均
（単位　円）

区部標準偏差 市部標準偏差 t統計量 ｔ検定 ＊は5％の水準で有意

食費 77,338 77,303 5860 5584 0.0192 0.9848
住居 21,403 27,457 8730 16128 1.4537 0.1542
光熱・水道 21,315 21,221 2094 2575 0.1247 0.9014
家具・家事用品 9,689 10,219 1958 1932 0.8611 0.3946
被服及び履物 15,815 16,596 4148 4370 0.5785 0.5663
保健医療 15,355 15,415 4188 4931 0.0415 0.9672
交通・通信 30,795 38,149 7937 8431 2.8324 0.0074 ＊
教育 20,656 15,729 8903 8028 1.8167 0.0774 　
教養娯楽 37,523 41,637 9273 8825 1.4372 0.1588
その他の消費支出 71,208 66,561 18104 9424 1.0326 0.3083

特集　表１　区部と市部の平均値における相違についてｔ検定

 

 
（２）東京都平均に対する区部平均と市部平均の倍率（特集 図６） 

10 大費目別の倍率をレーダーチャートで示すと図６となる。 
交通・通信については、区部では市部や他県への通勤･通学者の割合が約１割である

が、市部では区部や他県への通勤・通学者が全体の約３分の１と多いことなどから移

動距離に見合う経費支出が掛かっており、その分市部の交通費を押し上げていると推

察される。このように区部、市部の支出面には、移動距離という物理的条件を除き有

意な差は殆ど無くなっていることがうかがえる。 

人数（万人） 構成比（％）
402.0 90.5
11.0 2.5
0.0 0.0

31.1 7.0
444.1 100.0

人数（万人） 構成比（％）
区部内への通勤･通学 58.3 25.9
市部への通勤・通学 147.8 65.6

1.5 0.7
他県への通勤･通学 17.6 7.8
区部外の通勤･通学の計 225.3 100.0

資料：平成17年国勢調査

特集　表２－１　区部内在住者のうちの通勤･通学人口

　
区部内の通勤･通学
市部への通勤・通学

　

町村への通勤

町村への通勤
他県への通勤･通学
区部の通勤･通学の計

特集　表２－２　市部在住者のうちの通勤･通学人口

特集　図６　消費支出の10大費目に
おける東京都平均に対する区部平均
と市部平均の倍率の相違(平成19年)
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４ 類型化による消費支出の 10 大費目のパターンの相違(特集 図７) 

世帯の消費支出のデータを区市別に集計（平均）して 10 大費目の支出パターンにした

がって類型化（注６）する。特徴ある類型として５類型を紹介する。これを 10 大費目のレ

ーダーチャートで示す。 
G1 は若年層に特徴的にみられように住居の支出にウエイトをおく‘住居重視型’、G2 は

東京都の平均的な支出パターンを示す‘都平均型’、G3 は子供の中学、高校、大学教育やそ

れにともなう教育関連の支出にウエイトをおく‘教育重視型’、G4 は家具･家事用品、被服

及び履物、教養娯楽、その他消費支出などの選択的支出を中心に東京都平均を上回る支

出パターンを示す‘富裕型’、G5 は食料、光熱・水道などの基礎的支出にウエイトをおく‘基
礎重視型’である。都民の消費支出から暮らし向きをみると、概ねこの５類型で代表させ

ることができよう。 
(注６) 類型化の手法として階層型のクラスター分析のフォード法を適用した。詳細は参考を参照のこと。 

特集　図7 類型化による消費支出の10大費目のパターンの相違
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（参考） 
 クラスター分析 
 似通った個体あるいは変数のグループ化を行うことにより、類型化して分類することを

目的とした分析手法である。 
この手法は、情報の洪水時代である現在において、得られた情報を瞬時に処理して、主

観をまじえず、下記の方法にしたがって分類整理することを目的に広く利用されている。 
クラスター分析の結果は、下図のようなデンドログラム(樹状図)である。 

1
2
3
4
5
6
7
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個体が似通っているかどうかの判定基準としてはいくつかあるが、類似度のモノサシと

して、取り扱いが容易なユークリッド平方距離を用いる。 
 個体のクラスター分析を行う場合には、解析に用いるデータを正規化する場合としない

場合では結果がかなり異なることがある。解析に使用する変数が異なった単位で表されて

いるときには、正規化した方がよいかもしれない。ある変数が決定的な性質を持つ場合に

は、正規化することは他の変数と同格に取り扱ってしまうことになるので正規化しない方

がよいかもしれない。 
 ｎ個の個体について、ｐ個の変数Ｘｉ１ ，Ｘｉ２，・・・，Ｘｉｐ（ｉ＝１，２，・・・，ｎ）

があるとする。初期状態として、ｎ個のクラスターがあるとする（各クラスターは１個体

ずつを含むと考える）。 
① 第１段階 
  クラスター間のユークリッド平方距離ｄｉｊ

２を計算する。 
         ｐ 

   ｄｉｊ
２  ＝ ∑（Ｘｉｋ―Ｘｊｋ）

２， （ｉ，ｊ＝１，２，・・・，ｎ） 
         ｋ＝１ 

② 第２段階 
  ユークリッド平方距離の最も近いクラスターを併合して、１つのクラスターとする。 
  ｄａｂ ，ｄｘａ，ｄｘｂを、クラスターａとクラスターｂが併合される前の各クラスター

間の距離としたとき、併合後のクラスターｃとクラスターｘ（ｘ≠ａ，ｘ≠ｂ）との距

離は（１）、（２）式で表される。 
  ｄｘｃ＝αａｄｘａ＋αｂｄｘｂ＋βｄａｂ＋γ|ｄｘａ－ｄｘｂ|・・・（１）   

ｄｘｃ
２＝αａｄｘａ

２＋αｂｄｘｂ
２＋βｄａｂ

２＋γ|ｄｘａ
２－ｄｘｂ

２|・・・（２）  
αａ，αｂ，β，γは表 1 に示す定数である。 



③ 第３段階 
  2 個のクラスターが１個のクラスターにまとめられたので、総クラスター数が 1 個減少

する。クラスター数が１になるまで第 2 段階を繰り返す。 
 
   表 1 クラスター分析の各手法で距離の再定義において使用されるパラメータ 

 
（１）式または（２）式で併合後のユークリッド距離を計算するときの定数α，α，β，

γをどのように選ぶかにより表１に示す 7 種類のクラスター分析が行える。各手法の特徴

は以下のとおりである。 
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